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感覚とは？ 

光や音、におい、味、寒冷等の刺激を感じる働き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活していると、絶えず様々な情報が入ってきます。この感覚を分類したり、整理することを 

感覚統合 といいます。          

外からの情報を捉える機能 

視覚 

聴覚 嗅覚 

味覚 触覚 

固有受容覚 

筋肉、腱、関節等で感じる感覚 

 手足の位置や運動の様子、物の重さ等を

脳に伝える 

前庭覚（平衡感覚） 

重力や体の動き、加速度を感知する感覚 

 バランスをとる  重力を感じる 

 眼球運動を調節する 



感覚は人それぞれ感じ方に差があります。この感覚統合のはたらきによって、場面に応じた注意の向け

方ができるようになったり、自分の身体を把握する、道具を使いこなす、人とコミュニケーションを図る

というような周囲の状況把握とそれを踏まえた行動ができるようになります。 

●感覚統合と発達の関係 

たとえば ［イスに座って食事ができるようになる］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、“座って食事ができない”など気になる行動が出てくることも… 

 

 

発達段階の、ある過程が抜けてしまっている 

 

 なぜ起こるのか？？ 

 

発達は段階が入れ替わったり、飛ばされたりしても次の発達段階に進めるようになっている 

 見た目では感覚統合の発達が進んでいるようにみえる 

      しかし、土台はゆがんだり傾いたりしている 

      そして、土台はあるとき崩れてしまうことも… 

  その場合、もっと前に達成されている段階、つまり“土台”に原因がある可能性が！       

 

身体のバランスを調節する 

前庭覚 

筋肉の動きを感じ取る 

固有覚 

手や指の機能が発達する 

一定時間座っていられる 

スプーンやフォークを使える 

イスに座って食事ができるようになった 



感覚統合のつまずきは知的障害や運動障害の有無に関係なく生じる症状です。 

言い換えれば、 

［脳機能に問題がない子でも、感覚を使う経験が減ればその発達は阻害］されます。 

保育者側に理解がないと 

子どものなまけ 努力不足 etc  誤解が生じやすくなります。 

 

 

 

 

感覚特性を知る１つの方法として「ＪＳＩ-Ｒ」という指標があります。質問に対し、 

０：まったくない           ４：いつもある 

×：質問項目に当てはまらない   ？：わからない   を記入します。 

その結果を表に当てはめ、Green、Yellow、Red の３段階の評価になります。 

 

 

 

 

 

 

この評価はあくまでも行動の特徴／特性を捉えるもので、診断や状態を判断するものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 「子どもの発達と感覚統合」 

                                エアーズ著より 

 

感覚特性を理解すること 

Green：典型的な状態（健常児の約７５％に見られる状態） 

Yellow：若干、感覚刺激の受け取りに偏りの傾向が推測される状態（健常児の約２０％に見られる状態） 

Red：感覚刺激の受け取り方に、偏りの傾向が推測される状態。すなわち、ある刺激に対して過敏だった

り鈍麻である状態（健常児の約５％に見られる状態） 

感覚特性を理解すること 行動の要因をつかむ 

どういった配慮や支援が必要になるのか

を具体的に考えることに繋がる 
保育の質↑ 

できないことをできるようにするのではなく、生活や遊びの中でその子に必要な感覚刺激

を取り入れたり、苦手な感覚を取り除いたりし、感覚機能の特性に応じて関わっていく。 

脳が発達し、機能するためには、変化

に富んだ感覚栄養物がつねに必要なの

です 


